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武部勤日越友好議連特別顧問による講演を実施（菅総理来学記念講座シリーズ） 

 

武部勤日越友好議員連盟特別顧問 

 

5月 27日、学部日本学プログラムの学生を対象とし、武部勤日越友好議員連盟特別顧問による

遠隔講演「地球村時代に生きる気概を」を行いました。新型コロナウイルス感染拡大防止対策に

より、学生、教職員、日本大使館、JICAなどの関係者、90名がオンラインで参加しました。 

 

講義は、武部特別顧問とベトナム、日越大学との関わりについての紹介から始まり、ポストコ

ロナ時代についての考察へと話が進みました。そして、武部特別顧問は、技術革新により、人々

のライフスタイルやコミュニケーションが進化し、物理的な距離が障害にならない多様な交流が

活発化していく中、「地球村時代に生きる」人材であるとの自覚を持つことが大事な時代を迎えて

いると述べました。また、世界の大きな流れの中心がアジアに移りつつあるとし、昨年 10月、菅

義偉首相が訪越した際、日越大学でスピーチした「共につくるインド太平洋の未来」の言葉を紹

介し、日本とベトナムが、共に力を合わせて、共存共栄の関係構築し、人材育成の重要性を指摘

しました。 

講演のむすびとして、『一貫して私のストーリーは「祖国と子供たちの未来のために」であり、

人材育成をテーマに物語を描いてきました。ぜひ皆さんそれぞれ自分自身の人生の物語を「地球

村時代に生きる気概」をテーマに描いてみてください。皆さんを取り巻く、これからの人生ドラ

マに大きな期待を寄せています』と学生を力強く激励されました。 

 

講演後の質疑応答では、学生から「日本政府とベトナム政府は良好な関係を築いているが、両

国の人と人との関係が良好な関係になるためにはどうすれば良いか」、「人生で、これを早く知っ

ておけばよかったことはあるか」といった質問があり、和やかな雰囲気で対話が行われました。 
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菅総理来学記念講座 最終回を実施 

 

左上から時計回り：古田元夫日越大学学長、山田滝雄駐ベトナム日本国特命全権大使、 

清水曉 JICAベトナム所長、学部生、中島丈雄 JETROハノイ事務所所長、トゥイ講師 

 

今年 2月末、主に学部日本学プログラムの学生を対象として開講した、「菅総理来学記念講座：

インターンシップ１」シリーズ全 15回を総括する最終回を、6月 2日（水）、オンラインにて開催

しました。 

 

最終回は、山田滝雄駐ベトナム日本国特命全権大使によるスピーチで開会しました。山田大使

は、「この講座を通じて、皆さんの中に、たくさんの『種』が蒔かれたのではないかと考えていま

す。それは、新しい発見、好奇心といってもいいかもしれませんし、興味、関心と言い換えても

いいかもしれません。その『種』を大切に育てて欲しいと考えています」と学生にエールを送り

ました。そして、日本とベトナムが2023年に外交関係樹立50周年を迎えることに言及し、日越の

協力の象徴である日越大学から、将来の日越関係を担う若者が一人でも多く出ることを願ってい

る、大使館としても、日越大学を引き続き応援していきたいと述べました。 

 

続けて、全 15回の講座を振り返り、学生から、「RYNANグループのグエン・タン・ミ社長の講

義から、努力することについて、多くのインスピレーションを受けた」、「日越友好議員連盟の武

部勤顧問の『失敗を恐れるな』『大きく物事を見ましょう』という言葉が一番胸に響いた」など、

本講座の感想について、ベトナム語および日本語で発表が行われました。また、講義だけでな

く、ハノイ市内にある日系企業の見学に同行した JETROハノイ事務所の中島丈雄所長から、丁寧

な指導を受けられたことに感動したと話す学生もいました。 

 

菅総理来学記念講座シリーズは、日本政府関係機関、関係団体、日越両国企業の協力を得て実

現いたしました。ご協力およびご支援を賜りました皆さまへ、心より感謝申し上げます。 
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日越大学ニュース  

【日本語教育プログラム（JLE）学生発表会を開催】 

日越大学は、学士課程および修士課程すべてのプログラムにおいて、日本語教育（JLE）を必修科

目としています。本プログラムは初級から上級クラスを提供し、個々の学生の日本語能力レベルに

合った指導を実施しています。 

 

6月 15日、日本語教育初級クラスの一環として、テーマ「外国語の学習方法」について、グルー

プ調査を実施した結果報告のためのオンライン発表会を行いました。 

このトレーニングで、学生はメールでのインタビューの依頼および日程調整、オンライン・イン

タビューの実施、そして、調査結果の発表を日本語で行いました。実施した調査は、主に外国語の

学習経験、語学学習において苦手とする分野（発音、文法、単語、作文）、上達する学習方法など。 

発表後の質疑応答では、ベトナム語の効果的な勉強方法についてアドバイスを求められたり、外

国人と会話する機会を持つには、どうしたらよいか等の質問に対し、学生からは「ベトナム語は、

発音がとても難しいので、ベトナム語の音楽を聴いたり、ベトナム人と話しをしましょう」「フェイ

スブック等 SNSを活用して友達をつくり、オンラインでの交流がお勧めです」といった回答があり

ました。 

 今回、発表した学生は、初級クラスの授業を 55 時間受けており、文法を教えない反転授業とい

う教授法で学習しています。発表では、皆がとても落ち着いて、流暢な日本語で発表することがで

き、日本語がとても上達したことが伺える発表会でした。 

 

 

オンラインでインタビューする Quang Anh Phamさん

（左）と日本人専門家（右） 

 

オンラインでのグループ発表の様子 
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修士課程プログラムニュース：  

日越大学大学院入試情報は、下記の URLまたは QR コードからホームページをご覧ください。

http://vju.ac.vn/news/admissions/announcement-the-postgraduate-admission-2021-nde311.html 

 

 

【気候変動・開発（MCCD）オンライン・オープンキャンパスを開催】 

6月 8日、気候変動・開発プログラム（MCCD）が、オン

ラインによるオープンキャンパスを開催しました。 

 

今回のオンライン・オープンキャンパスでは、進学を考え

る学生やその家族、気候変動関連の分野に興味がある人を

対象に、日越大学 MCCD における学習環境や日本の幹事大

学である茨城大学について紹介しました。 

さらに、ベトナム農業農村開発省(MARD)、UN-Habitat、

JICA Vietnamの気候変動担当者をゲストに招き、気候変動

への課題と取組、人材育成などについて情報共有しまし

た。 

当日は 57名が参加し、卒業後の進路、キャリア支援、奨

学金などの学生支援等、MCCDでの研究など様々な質問に同

プログラムの担当講師が答えました。 

 

 

 

 

人事往来 

【着任】6月に新しく 1名の専門家が着任しました。 

雄谷 進（日本語教育）： 

この度、教育・研究・運営能力向上プロジェクトプログラム運営・実施（日本語教育）専門家

として着任しました雄谷進（おおやすすむ）です。これまで２０数年にも及ぶベトナムにおける

高校・大学の日本語教師との強力なネットワークをうまく生かしたいです。そして、日本に関心

を持ち入学を希望するもの、また、すでに入学している学部生、院生に向けて、日本語教育とい

う面から支援していく所存です。どうぞよろしくお願いいたします。 

オープン・キャンパス当日、 

MCCD研究室の様子  
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６月・7 月の行事 

 ６月 18日 水俣環境アカデミア・水俣高校とのオンライン交流会（高大連携未来塾） 

 ６月 30日 法政大学とのオンライン学生交流会 

 ７月 １日 神戸女学院大学オンライン国際交流サマープログラムキックオフセミナー 

（VJU教員による神戸女学院学生対象のオンライン講義） 

 

日越大学の情報発信 

日越大学ホームページ： http://vju.vnu.edu.vn/  

日越大学Facebook：（日本語）https://www.facebook.com/jicavju/  

（ベトナム語）https://www.facebook.com/vnu.vju 

JICAホームページ： https://www.jica.go.jp/project/vietnam/057/index.html 

 

お問い合わせ 

日越大学 日越大学教育・研究・運営能力向上プロジェクトメールマガジン編集委員会 

E-mail: mail.magazine@vju.ac.vn  

 

【メール配信停止・変更】配信停止・宛先の変更・追加をご希望の方は、日越大学 日越大学教育・

研究・運営能力向上プロジェクトメールマガジン編集委員会までメールにてご連絡頂けますと幸甚

です。 

mailto:mail.magazine@vju.ac.vn

